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自然劇場

　卒園式で使用するコサージュの和紙作りを５月
28 日、内山手すき和紙体験の家でおひさま保育
園年長児が体験しました。園児たちは緊張しなが
らも真剣に取組み、自分だけの和紙を作りました。

年長児が和紙作り体験

令和７年は村制施行 70 周年
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大雨・水害に備えましょう
　

毎
年
６
月
は

　
　
　

土
砂
災
害
防
止
月
間

　

梅
雨
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
長
雨

や
大
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ
や

土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
土

砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
時

期
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
局
地
的
大
雨
や
集
中
豪

雨
が
各
地
で
観
測
さ
れ
て
お
り
、
令
和
元

年
台
風
第
19
号
災
害
の
よ
う
な
災
害
が
、

い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
心
構
え
と
事
前

の
準
備
が
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
非

常
に
重
要
で
す
。
普
段
か
ら
地
域
や
家
庭

の
中
で
話
し
合
い
、
し
っ
か
り
準
備
と
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

早
め
早
め
の
避
難
行
動
を

　
「
避
難
行
動
」
と
は
、
数
分
か
ら
数
時

間
後
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
自
然
災
害

か
ら
「
命
を
守
る
た
め
の
行
動
」
で
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
異

常
な
降
り
方
の
雨
が
続
い
た
時
や
、
危
な

い
と
感
じ
た
場
合
は
、
村
の
避
難
情
報
に

関
わ
ら
ず
、
早
め
の
「
避
難
行
動
」
を
と

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
と
る
べ
き
避
難
行
動
】

①
指
定
避
難
所
へ
の
移
動

②
指
定
避
難
所
へ
の
移
動
に
危
険
が
あ
る

　

場
合
な
ど
は
安
全
な
場
所
へ
の
移
動

　
（
近
く
の
公
園
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

　

へ
の
避
難
）

③
急
激
な
状
況
変
化
に
よ
り
、
危
険
が
切

　

迫
し
、
立
ち
退
き
避
難
が
で
き
な
い
場

　

合
は
建
物
内
の
安
全
な
場
所
（
山
や
崖

　

か
ら
少
し
で
も
離
れ
た
場
所
※
上
階
が

　

あ
れ
ば
よ
り
上
）
へ
の
移
動
に
よ
る
緊

　

急
安
全
確
保

普段の様子

令和元年台風第 19 号
新橋から市之割方面の様子

（令和７年６月４日撮影）

自然劇場

議会だより
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警戒
レベル 避難情報など 発令・発表される状況

（居住者等がとるべき行動）

５ 緊急安全確保 災害発生または切迫
（命の危険　直ちに安全確保）

４ 避難指示 災害のおそれ高い
（危険な場所から全員避難）

３ 高齢者等避難 災害のおそれあり
（高齢者等は危険な場所から避難）

２ 大雨・洪水注意報 気象状況悪化
（自らの避難行動を確認）

１ 早期注意情報 今後気象状況悪化のおそれ
（災害への心構えを高める）

警戒レベルを用いた避難情報

2025.6

　

日
頃
か
ら
の
家
庭
内
備
蓄

　

村
で
整
備
す
る
備
蓄
品
は
、
避
難
所
ま

で
の
輸
送
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る

こ
と
、
す
べ
て
の
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
物
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
発
災
直

後
は
家
庭
内
備
蓄
が
重
要
で
す
。
災
害
時

は
、
家
庭
内
備
蓄
と
村
の
備
蓄
、
県
や
国

等
か
ら
の
支
援
物
資
に
よ
り
、
多
面
的
に

避
難
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
１
日
分
を
非

　

■備蓄品の例 最低３日分の
食料・生活必需品を

備蓄しましょう。
【食料品】
　□飲料水　　　　　　　
　（１人１日 3ℓが目安）
　□栄養補助食品
　□缶詰

□レトルト食品
　（加熱せず食べられるもの）
□レトルトご飯

【生活用品】
　□衣類
　□マッチ、ライター
　□ラジオ
　□懐中電灯
　□乾電池
　□毛布

□軍手
□ポリ袋
□食品用ラップ
□ロープ
□コンタクトレンズ、めがね
□生理用品

【救急・衛生用品】
　□常備品・持病薬
　□マスク
　□ティッシュ
　□ウェットティッシュ

□マウスウォッシュ
□ビニール手袋
□トイレットペーパー

【乳幼児用品】
　□粉ミルク
　□離乳食

□おしり拭き
□オムツ

【高齢者用品】
　□軟らかいレトルト食品 □補聴器用電池

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　

普
段
か
ら
少
し
多
め
に
食
材
や

加
工
品
を
買
っ
て
お
き
、
使
っ
た

分
だ
け
新
し
く
買
い
足
す
備
蓄
の

方
法
で
す
。
無
理
な
く
備
蓄
し
ま

し
ょ
う
。

食べる・使う

備える

買い足す

木島平村
防災システム

村の気象情報や
河川の水位など
が確認できます

木島平村公式
LINE アカウント

防災情報等を
発信しています

常
用
持
出
袋
や
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

等
に
入
れ
て
、
玄
関
等
の
持
ち
出

し
や
す
い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

木島平村
ハザードマップ

危険な場所を
確認しましょう

信州防災
アプリ

避難行動を
サポートします
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個
人
村
県
民
税

の
納
付
が

始
ま
り
ま
す

○
普
通
徴
収
（
自
己
納
付
）
お
よ
び
公
的

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
方

→
「
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
」
を
６
月

　

13
日
発
送
し
ま
し
た
。
お
手
元
に
届
き

　

ま
し
た
ら
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
の
方

→
村
か
ら
勤
務
先
へ
税
額
通
知
書
を
送
付

　

し
て
い
ま
す
の
で
、お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

※
村
県
民
税
が
か
か
ら
な
い
非
課
税
の
方

　

に
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

◉
所
得
証
明
書
の
発
行

　

令
和
７
年
度
（
令
和
６
年
分
所
得
）
の

所
得
証
明
書
お
よ
び
非
課
税
証
明
書
な
ど

は
、
６
月
13
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
２
】

　

６
月
か
ら
７
年
度
の
個
人
村
県
民
税
の

納
付
が
始
ま
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
を
確

認
い
た
だ
き
、
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◉
個
人
村
県
民
税

　
（
村
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税
）

　

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
村
内
在
住

で
、
令
和
６
年
中
（
令
和
６
年
１
月
１
日

～
12
月
31
日
）
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

っ
た
方
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

個
人
村
県
民
税
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

（
公
共
施
設
、
上
下
水
道
、
ご
み
処
理
、

防
災
、
学
校
教
育
な
ど
）
の
活
動
費
に

充
て
る
目
的
で
、
そ
の
地
域
に
住
む
個

人
に
課
す
る
地
方
税
で
す
。

  

根
塚
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

　
　
　
　

  　
「
記
録
集
」
を
刊
行

　

令
和
６
年
11
月
に
開
催
し
た
根
塚
遺
跡

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
講
師
の
発
言

や
資
料
を
ま
と
め
た
記
録
集
を
刊
行
し
ま

し
た
。

◉
記
録
集
の
内
容

　

最
新
の
根
塚
遺
跡
の
魅
力
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
列
島
の
弥
生
時
代
研
究
が
ど
の

よ
う
な
関
心
と
視
点
で
進
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
一
望
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◉
配
布
場
所

　

ご
希
望
の
方
に
は
、
先
着
順
で
農
村
交

流
館
事
務
室
に
て
配
布
し
ま
す
。た
だ
し
、

部
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
１
人
１
部
の

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

  

生
ご
み
堆
肥
化
機
器
購
入

　
　

補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
す
る
た
め
に
、
生
ご
み
を
資
源
と
し

て
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
ご
み

堆
肥
化
機
器
の
購
入
費
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◉
補
助
金
額

　

購
入
価
格
の
３
分
の
２
以
内

※
生
ご
み
処
理
機　

上
限
５
万
円

　

生
ご
み
処
理
容
器　

上
限
２
万
円

◉
提
出
書
類

①
申
請
書

②
購
入
に
要
し
た
経
費
の
支
払
い
が
完
了

　

し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
領
収
書
な

　

ど
）野

生
鳥
獣
被
害
対
策
に
ご
協
力
を

　

ク
マ
は
嗅
覚
が
優
れ
て
い
る

た
め
、
屋
外
の
コ
ン
ポ
ス
ト
は

ク
マ
を
引
き
寄
せ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
屋
外
コ
ン
ポ
ス
ト

を
使
用
す
る
際
は
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
例
）
ク
マ
が
近
づ
け
な
い
よ
う
に
、
周

囲
に
柵
を
設
置
す
る
。
臭
い
が
強
い
肉
や

魚
、
果
物
な
ど
の
投

入
を
控
え
る
。
な
ど

　
　
　
　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

期
（
月
）

納
期
限

１
期
（
６
月
）
令
和
７
年

　

６
月
30
日
㈪

２
期
（
８
月
）
令
和
７
年

　

９
月
１
日
㈪

３
期
（
10
月
）
令
和
７
年

　

10
月
31
日
㈮

４
期
（
１
月
）
令
和
８
年

　

２
月
２
日
㈪

◀
令
和
７
年
度　

村
県
民
税
納
期
限

村公式
ウェブサイト
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国
民
年
金
保
険
料

　

    

免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
様
々
な
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
未
納

の
状
態
で
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
保
険
料
免
除
制
度
・
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
所
得

や
年
齢
に
応
じ
て
免
除
や
猶
予
が
承
認
さ

れ
ま
す
。
将
来
受
給
で
き
る
老
齢
基
礎
年

金
が
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
保
険
料
の
追
納
に
よ
り
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
申
請
の
受
付

　

令
和
７
年
度
（
令
和
７
年
７
月
か
ら
令
和

８
年
６
月
ま
で
の
期
間

を
対
象
）
の
免
除
な
ど

の
受
付
は
７
月
１
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。

②
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る

月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
た
期

間
も
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

  

令
和
６
年
度
情
報
公
開
制
度
・

     

個
人
情
報
保
護
制
度
実
施
状
況

　

村
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た
村
政
を
進

め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
透
明
化
を
図
る

た
め
、
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度

に
請
求
が
あ
っ
た
情
報
公
開
制
度
・
個
人

情
報
保
護
制
度
に
関
す
る
実
施
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◉
情
報
公
開
制
度
実
施
状
況

　

公
開
請
求
件
数
３
件
（
公
開
３
件
）

◉
個
人
情
報
保
護
制
度
実
施
状
況

　

開
示
請
求
な
し【

総
務
係　

内
線
１
０
８
】

  

専
門
家
に
よ
る

　
　

 

無
料
の
事
業
承
継
相
談
会

村
で
は
、
事
業
者
減
少
に
よ
る
地
域
経

済
の
影
響
や
利
便
性
の
低
下
な
ど
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
事
業
承
継
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
国
が
設
置
し
た
「
長
野
県

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

事
業
承
継
の
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
。
費

用
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◉
日
時

　

６
月
25
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
事
前
予
約
制
で
す
。

◉
場
所

　

役
場
２
階　

第
３
会
議
室

◉
申
込
先

　

次
の
ど
ち
ら
か
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
商
工
観
光
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
３
１
１
１

○
長
野
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
６
（
２
１
９
）
３
８
２
５

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
の
受
付

　

出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら
免
除
の
届
出

が
で
き
ま
す
。

　

各
申
請
用
紙
は
、
生
活
環
境
係
に
あ
り

ま
す
。

◉
問
合
せ　

　

長
野
南
年
金
事
務
所

　

０
２
６
（
２
２
７
）
１
２
８
４

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】

  
道
の
駅
再
整
備
計
画
へ
の

 　
   　

意
見
募
集
の
結
果
を
公
表

　

令
和
７
年
４
月
15
日
か
ら
５
月
15
日
ま

で
「
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
再
整
備

計
画
」
に
対
す
る
意
見
募
集
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
26
人
か
ら
84
件
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
、
村
で

は
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
て
再

整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

貴
重
な
ご
意
見
お
よ
び
ご
提
案
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
計
画
の
見
直
し
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◉
意
見
等
の
公
表

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要
は
、
次

の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

①
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

②
役
場　

産
業
企
画
室

　
　
　
　
　
　
　
（
５
番
カ
ウ
ン
タ
ー
）

③
農
村
交
流
館　

１
階
ロ
ビ
ー

※
役
場
お
よ
び
農
村
交
流
館
で
の
公
表

　

は
、
７
月
18
日
（
金
）
ま
で
と
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
産
業
企
画
係　

内
線
１
４
１
】

村公式
ウェブサイト

村公式
ウェブサイト

日本年金機構
ウェブサイト

日本年金機構
ウェブサイト
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信
濃
中
野
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

重
要
な
お
知
ら
せ

　

７
月
10
日
（
木
）
か
ら
、
信
濃
中
野
税

務
署
で
行
っ
て
い
た
申
告
書
入
力
な
ど
の

事
務
を
「
業
務
セ
ン
タ
ー
佐
久
分
室
」
で

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
申
告
書
、
申

請
書
、
届
出
書
な
ど
の
提
出
先
が
変
わ
り

ま
す
。

　

納
税
証
明
書
の
交
付
、
現
金
に
よ
る
納

付
、
窓
口
で
の
相
談
は
、
従
来
通
り
信
濃

中
野
税
務
署
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
窓
口

  

６
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

◉
振
込
日　

６
月
13
日
（
金
）

◉
支
給
対
象
月　

４
・
５
月
分

◉
支
給
額

○
０
～
３
歳
未
満

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
５
千
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

○
３
歳
～
高
校
生
年
代

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

※
第
３
子
以
降
の
増
額
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
状
況
に
次
の
変
更
が
あ
っ
た

方
は
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
住
所
や
氏
名
（
村
外
に
住
民
票
が
あ
る

　

配
偶
者
や
児
童
を
含
む
）

・
婚
姻
や
離
婚
な
ど
に
よ
る
、
児
童
の
養

　

育
状
況

・
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ
た

・
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
状
況

・
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

・
第
３
子
増
額
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
っ

　

て
い
る
19
～
22
歳
の
子
の
状
況

　
（
例
）
入
学
や
退
学
な
ど
進
学
先
の
状

　

況
が
変
わ
っ
た
、
退
職
や
就
職
、
結
婚

　

等
で
監
護
相
当
や
生
計
費
の
負
担
状
況

　

が
変
わ
っ
た　

な
ど

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

  

男
女
共
同
参
画
週
間

  

誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
ら
し
く 

国
で
は
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の

目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
必
要
で

す
。
長
野
県
で
も
職
場
で
の
男
女
間
の
格

差
や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
、
様
々
な
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
活

動
に
努
め
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

生
涯
学
習
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

で
の
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

◉
提
出
先
（
７
月
10
日
以
降
）

○
郵
便
番
号　

３
８
５
―
８
６
２
２

○
宛
先

　

関
東
信
越
国
税
局

　
　
　
　
　
　

業
務
セ
ン
タ
ー
佐
久
分
室

※
郵
便
番
号
と
宛
先
の
み
記
載
で
届
き
ま
す
。

◉
問
合
せ

　

信
濃
中
野
税
務
署

　

電
話
０
２
６
９
（
２
２
）
３
１
５
１

  「
信
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
賞

　
　

２
０
２
５
」
を
実
施
し
ま
す

　

健
康
づ
く
り
県
民
運
動
「
信
州
Ａ
Ｃ
Ｅ

（
エ
ー
ス
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
習
慣
の
定
着

を
図
れ
る
「
信
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
賞

２
０
２
５
」
を
実
施
し
ま
す
。

◉
エ
ン
ト
リ
ー
期
間

　

６
月
16
日
（
月
）
～
８
月
25
日
（
月
）

◉
実
施
期
間

　

９
月
１
日
（
月
）
～
11
月
30
日
（
日
）

　

エ
ン
ト
リ
ー
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
専

用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

県
庁　

健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
１
２

  

農
産
物
の
出
荷
を
支
援
し
ま
す

　
「
車
の
運
転
が
難
し
い
」、「
量
が
少
な

く
て
出
荷
で
き
な
い
」、「
規
格
外
品
が
余

っ
て
い
る
」
な
ど
で
、
農
産
物
出
荷
に
お

困
り
の
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
策
と

し
、農
産
物
を
ご
自
宅
ま
で
集
荷
に
伺
い
、

農
産
物
直
売
所
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
へ

の
出
品
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◉
対
象
者

　

村
内
在
住
で
自
ら
農
産
物
を
生
産
さ
れ

て
い
る
方

◉
問
合
せ
・
申
込
先

　

農
業
振
興
公
社　

農
家
支
援
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
４
４
１
０

  

糠
千
区
防
災
会

　
　
　

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
）
の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
い
る
、
公

益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
の

地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用
し
、
糠
千
区

防
災
会
が
除
雪

機
を
整
備
し
ま

し
た
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

専用サイト
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◇令和７年度セット健診日程表（会場：保健センター）

検　診　日
実施検診

健診・結核検診・大腸がん検診・

肝炎検査・前立腺がん検診
歯科検診

  検診受付時間

午前 午後 午前のみ

8時30分～11時 １時～2時30分
８時30分～
10時30分

7月 15日（火） ○ ○ ○

7月 16日（水） ― ○ ―

7月 22日（火） ○ ○ ―

8月５日（火） ○ ○ －

8月６日（水） ○ ○ ○

9月２日（火） ○ ― －

9月３日（水） ○ ○ ○

11月４日（火）
（未実施者）

○
（結核検診なし） ― ―

　

ご自身の健康状態を確認する良い機会です。１年に１度は、健診・がん検診を受けましょう。

○社会保険等の被扶養者は、村の保健センターで特定健診が受けられます。

　協会けんぽ、健康保険組合、各種共済組合等の社会保険加入者の被扶養者で、特定健診
受診券をお持ちの方は、村の保健センターで特定健診が受診できます。希望する方は、健
診委託先の北信総合病院に予約が必要です。予約後、問診票などが送られてきますので、
受診をお願いします。　【予約先：北信総合病院　健康管理部　電話 0269(22)4838】

○新たに健診やがん検診等を希望される場合は、健康福祉係までご連絡ください。
○セット健診を受ける方は、人間ドック検診料助成の対象外となります。

申込みをされた方

　問診票や便容器をご自宅
に郵送します。混雑を避け
るために、申し込まれた検
診の内容などによって、受
診日と受付時間を指定させ
ていただきます。詳しくは
郵送された「セット健診受
付票」をご覧ください。

1 年に１回のセット健診

　自分は元気だから大丈夫、忙しくて時間がないとい
う理由で、健診やがん検診の受診をしていないという
ことはありませんか。
　健診やがん検診を受けることは、自身の健康状態を
確認することだけでなく、将来の医療にかかるお金や
通院の時間を節約することにもなります。自覚症状が
ない今だからこそ、自分と大切な家族のためにぜひ受
診しましょう。　　　　　　【健康福祉係　内線 125】

７月 15 日（火）から

村公式
ウェブサイト
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊷

た
め
、
委
員
で
草
木
伐
採
を
行
い
ま
し

た
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
教
育
に
関
す

る
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う

ふ
う
太
河
童
の

　
　
　   

川
普
請

　

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請
実
行
委
員
会

で
は
、
７
月
の
河
川
愛
護
月
間
に
合
わ

せ
、「
第
24
回
ふ
う
太
河
童
の
川
普
請
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

川
普
請
で
は
、
例
年
「
河
川
愛
護
作

業
」
と
し
て
樽
川
と
馬
曲
川
の
護
岸
の

雑
木
伐
採
や
、
堤
防
の
草
刈
り
な
ど
の

各
種
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
な
河
川
の
重
要
性
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
農
村
整
備
係　

内
線
１
５
１
】

【
河
川
愛
護
作
業
】　

樽
川
と
馬
曲
川
の

草
木
の
伐
採
を
す
る
こ
と
で
、
災
害
に

強
い
河
川
を
み
ん
な
で
作
り
ま
す
。

◉
日
時

　

７
月
６
日
（
日
）

◉
受
付 

　

 

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時

◉
集
合
場
所

　

ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
駐
車
場

◉
作
業
範
囲

○
草
刈
り

　

馬
曲
川
（
ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
～
向
田
橋
）

　

樽
川
（
平
和
橋
～
新
橋
）

○
雑
木
除
去

　

樽
川
（
大
橋
下
流
左
岸
側
）

◉
持
ち
物

　

草
刈
機
、
な
た
、
の
こ
ぎ
り
な
ど

◉
問
合
せ

　

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請
実
行
委
員
会

　
（
農
村
整
備
係
内
）

【
そ
の
他
】

・
申
込
み
は
不
要
で
す
。

・
雨
天
な
ど
で
中
止
の
場
合
は
、
当
日
午

　

前
６
時
30
分
に
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
を
通
じ

　

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
終
了
時
間
は
10
時
頃
の
予
定
で
す
。

・
参
加
記
念
品
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ

　

ル
、
軍
手
を
受
付
に
て
配
付
し
ま
す
。

　

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会

　

５
月
12
日
に
第
１
回
学
校
運
営
協
議

会
が
行
わ
れ
、
19
人
の
委
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
長
か
ら
は
、「
教
育

委
員
も
参
画
し
、
こ
れ
ほ
ど
層
の
厚
い

協
議
会
は
他
に
な
い
」
と
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

会
長
お
よ
び
副
会
長
選
任

◉
会　

長　

渡
辺　

孝
た
か
し
さ
ん

◉
副
会
長　

山
﨑　

智ち

え

み
恵
美
さ
ん

　
　
　
　
　

梅
嵜　

正ま
さ
ゆ
き行

さ
ん

　

今
後
は
、
８
月
30
日
（
土
）
に
開
催

を
予
定
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
研
修
会
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
に
は
、
学

校
が
抱
え
る
地
域
の
課
題
に
対
し
、
部

会
に
分
か
れ
委
員
同
士
で
情
報
交
換
や

企
画
発
案
す
る
場
が
あ
り
、
課
題
解
決

に
向
け
取
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、

馬
曲
川
を
子
ど
も
達
の
遊
び
場
に
す
る

７
月
６
日
（
日
）
開
催

▲第１回学校運営協議会の様子
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田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
利
用
者
の
声

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
親
子
で
約
３
か
月
間
滞

在
し
た
プ
レ
ヴ
ォ
さ
ん
の
移
住
体
験
の
感

想
を
紹
介
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
木
島
平

小
学
校
に
体
験
入
学
し
、
卒
業
式
ま
で
村

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
し

た
。

　

木
島
平
村
は
整
っ
て
い
る

　

村
全
体
が
「
整
っ
て
い
る
」
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
環
境
や
、
新
幹
線
、
高
速
道
路
な

ど
、
交
通
の
便
が
よ
く
、
開
け
た
眺
望
や

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
の
雪
質
は
、
世
界
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
滞
在
し
て
み
て
、
お
米
と
お
水

が
想
像
以
上
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
体

験
住
宅
の
お
風
呂
で
も
、
都
会
の
水
道
水

と
は
質
感
が
全
く
違
い
ま
し
た
。
野
菜
や

果
物
も
新
鮮
で
、
内
陸
部
で
も
魚
が
お
い

し
く
て
驚
き
ま
し
た
。

雪
道
の
運
転
や
、
冬
の
自
動
車
や
住

宅
の
管
理
に
つ
い
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

小
学
校
へ
の
体
験
入
学
を
経
て

　

息
子
は
日
本
語
の
読
み
書
き
に
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、
教
育
委
員
会
や
学
校
、

児
童
の
皆
さ
ん
が
優
し
く
受
け
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
学
校
側
が
子
ど
も
を
尊
重
す

る
姿
勢
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
体
制

だ
と
感
じ
、「
こ
こ
に
住
ん
で
も
安
心
」

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

落
と
し
物
が
必
ず
見
つ
か
る
こ
と
や
ト

イ
レ
掃
除
の
仕
方
を
教
わ
っ
た
こ
と
に
息

子
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
給
食
の

お
か
げ
か
、
苦
手
だ
っ
た

和
食
も
食
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

施設の情報
（村公式

ウェブサイト）

　

木
島
平
村
の
魅
力

オ
ー
プ
ン
だ
け
ど
押
し
つ
け
が
ま
し

く
な
く
て
、
程
よ
い
距
離
感
が
よ
か
っ
た

で
す
。
庚
区
の
皆
さ
ん
が
道
祖
神
や
そ
ば

打
ち
に
招
い
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
に
と

っ
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
除
雪
が
行
き
届
い
て
い
て
冬
も

外
出
で
き
ま
し
た
し
、
冬
で
も
快
晴
が
多

く
暖
か
か
っ
た
で
す
。

　

本
格
的
な
ジ
ャ
ン
プ
台
や
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
施
設
が
あ
る
の
は
ぜ
い

た
く
な
環
境
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

移
住
支
援

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
閲
覧
や
移
住
相

談
が
で
き
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
外

国
か
ら
の
メ
ー
ル
に
も
丁
寧
に
返
信
く
だ

さ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

補
助
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
分
か
り

や
す
く
、
役
場
の
雰
囲
気
も
よ
か
っ
た
で

す
。

村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

◉
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅

　

村
外
か
ら
の
移
住
を
考
え
る
単
身

お
よ
び
家
族
を
対
象
と
し
た
施
設
で

す
。庚
区
と
大
町
区
に
各
１
棟
あ
り
、

滞
在
中
に
は
移
住
相
談
の
ほ
か
、
村

民
と
の
交
流
や
体
験
な
ど
を
村
で
調

整
し
て
い
ま
す
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

庚棟 大町棟
立地条件が異なる２棟
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団 体 名 事　業　名 概　　要 事業費
（支援金額）

柳久保区 柳久保桜並木再生計画 桜並木再生のための伐採
および植樹

30万６千円
（30万円）

大塚山夏祭り
実行委員会 令和 7年度大塚山夏祭り 地域活性化のための夏祭り

開催
231 万３千円
（20万円）

木島平村
観光振興局

スポーツ合宿誘致に向けた
プロモーション事業

ウェブサイト作成による無雪
期のスポーツ合宿誘致強化

143 万２千円
（20万円）

内山区 龍興寺清水及び内山和紙
節拾い場周辺整備 龍興寺清水周辺の環境整備 150 万４千円

（40万円）

NPO法人
太陽と水と緑の
プロジェクト

世界に誇れるエコヴィレッジ
と安心・安全な村づくり・ゼ
ロカーボン推進事業

自走除草ロボットおよび手作
り太陽光パネルの公開デモン
ストレーション

20万円
（20万円）

きじまだいら部 「はじまりのとき～ 100 人の
花嫁」村民写真展開催事業

交流の場として結婚にまつわ
る写真展開催

９万９千円
（９万９千円）

ふるさとサロン フレイル※予防に関する事業 フレイル予防に関する体操教
室および学習会の開催

５万円
（５万円）

　「木島平村 協働のむらづくり支援金」は、協
働の力で自主的、主体的に取り組み、地域の活

力を生み出す発展性および継続性のある事業を

応援するための支援金です。

　今年は次の７つの事業に、計 144 万 9千円が

交付されます。誰もが安心して暮らし続けるこ

とができる村を実現していきましょう。
【政策情報係　内線 114】

令和７年度
協働のむらづくり支援金
交付対象事業を紹介します

※フレイルとは、健康な状態と要介護状態の中間の段階の状態です。

有 

料 

広 

告
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警察を名乗る電話に注意！

【事例】
警察を名乗る電話があり「逮捕した犯人があなたと共謀し
たと言っている。LINEのビデオ通話なら出頭せずに済む。」
とビデオ通話に誘導され、警察手帳を見せられた。住所や
銀行口座、運転免許証などの情報を求められ、最終的に金
銭を振込むよう言われ不審に思い電話を切った。

【アドバイス】
・警察が LINE のメッセージやビデオ通話などで連絡を取
　ることはありません。
・警察署で使われることの多い下 4桁が「0110」の番号
　でも、所属や担当者名等を聞いたうえでいったん電話を
　切り、飯山警察署（0269-62-0110）へ相談しましょう。
・簡単に信用せず絶対に個人情報を伝えないでください。
・不安なときは、消費生活センターにご相談ください。
　（消費者ホットライン（188））

【生活環境係　内線 121】

消費者トラブルの
　相談が増加しています

　４月以降、電力の変更契約や商品
の購入に関する契約などの相談が多
く寄せられています。皆さん改めて
注意深く行動しましょう。

①必要のないものは、
　はっきり断る。

②契約する前に家族や
　知人に相談する。

③商品が勝手に送り付けら
　れたら受取を拒否する。

【生活環境係　内線 121】

　「消費者の会」をご存じですか
　安心安全な生活をするための学習をし、その
知識を広め、また悪質商法予防の啓発や環境を
守る活動をしている団体です。
消費者の会では、今年に入り、野草観察会、

SNS を使った投資詐欺およびロマンス詐欺の学
習会を行いました。
今後、学習会の情報やエコ活動などについ

て発信していきます。会員も随時募集していま
すので、活動に興味のある方はお気軽に学習会
　　　　　　　へご参加ください。

　　中高年の栄養教室
◉日時　６月 27日（金）午後１時～４時
◉場所　保健センター　栄養指導室
◉内容　・中高年の食事の摂り方の注意点
　　　　・タンパク質や鉄分豊富な料理の紹介
　　　　　および調理実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◉持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具
◉参加費　300 円（材料費）
◉申込み　６月 23日（月）までに消費者の会
　　　　　事務局（生活環境係内）へご連絡く
　　　　　ださい。

消費者の会事務局（生活環境係）　電話 0269（82）3111　内線 121

消費者の会情報

消費者の会マスコット
キャラクター「まぐう」

６月は、村の管理栄養士を講師に、中高年
の栄養教室を行います。会員以外の方も一緒に
楽しく学びましょう。
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　任期満了による参議院議員通常選挙が７月に行われます。
　昨年に投票所を統合し、次のとおり投票所が変わっています。投票日当日に都合
の悪い方などは、期日前投票所および移動期日前投票所をご利用ください。

投票区 投票所 対象地区

第１投票区 木島平村役場 栄町、中村、小見、和栗、稲荷（望岳荘含む）、内山、北鴨、南鴨

第２投票区 木島平小学校 高石、庚、市之割、西小路、中島、部谷沢、原大沢、千石、上千石、平沢、
馬曲

第３投票区 農村交流館 糠千、山口、柳久保、大町、中町、西町、池の平、スキー場

・期日　未定
・時間　午前７時～午後７時
・投票所　上記３か所
　　　（投票所入場券にも記載しています）

開設場所 開設時間 開設日

稲荷生活改善センター 午前 9 時 00 分 ～ 午前 10 時 00 分

未定
内山転作促進センター 午前 10 時 30 分 ～ 午前 11 時 30 分

北鴨生活改善センター 午後 1 時 30 分 ～ 午後 2 時 30 分

中村区民会館 午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 00 分

平沢農業構造改善センター 午前 9 時 00 分 ～ 午前 10 時 00 分

未定
中島区民会館 午前 10 時 30 分 ～ 午前 11 時 30 分

糠千公民館 午後 1 時 30 分 ～ 午後 2 時 30 分

観光交流センター 午後 3 時 00 分 ～ 午後 4 時 00 分

投票の際は、投票所入場券をお持ちください。
投票所入場券は、世帯主の方あてに、ご家族分（圧着はがき１枚に最大４人分）をまと
めてお送りしますので、お手元に届きましたら必ず確認をお願いします。
なお、期日前投票をされる方は、事前に氏名および住所を記入しておくとスムーズです。

投票所をご確認ください

◉投票所

◉投票日 ◉期日前投票期間

・期間　未定
・時間　午前８時 30分～午後８時
　　　　（期間中は毎日開設）
・投票所　木島平村役場ロビー

投票所が統廃合された地区の分館などに開設します。（各所１時間ずつ）
　その地区の方に限らず、選挙権がある村民の方はどなたでも投票できます。

◉移動期日前投票日

※選挙期日が
決まった後に

お知らせします。

【選挙管理委員会　内線 106】

▲
移動期日前投票
所のイメージ

（６月２日時点） （６月２日時点）
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

フ
ァ
ー
ム
ス
で

い
ち
ご
畑
の
見
学

児
童
総
会

生
徒
総
会

　

み
ど
り
組
（
年
長
）
の
園
児
が
５

月
19
日
、
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島

平
の
い
ち
ご
畑
を
訪
れ
ま
し
た
。
地

域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
滝
沢

良よ
し
か
ず一

さ
ん
か
ら
「
い
ち
ご
の
花
か
ら

緑
色
の
実
が
で
き
、
そ
れ
が
白
色
に

な
り
、赤
色
に
な
る
と
食
べ
ら
れ
る
」

と
の
話
を
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
聴

い
て
い
ま
し
た
。

　

外
遊
び
が
大
好
き
な
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

暑
す
ぎ
る
日
差
し
に
は
困
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
太
陽
光
を
し
っ
か
り
浴

び
て
、
い
ち
ご
が
真
っ
赤
に
色
づ
く

の
が
楽
し
み
で
す
。

　

児
童
総
会
が
５
月
13
日
に
行
わ

れ
、
各
委
員
会
の
活
動
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
児
童
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
わ
た
し
た
ち
が
主
役
の
居
場
所
～

み
ん
な
で
作
る
学
校
～
」
で
す
。
児

童
会
長
は
「
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
誰

も
が
主
役
と
な
っ
て
学
校
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
あ
い

さ
つ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
向
か
う
た
め
に
意

識
し
た
各
委
員
会
の
活
動
計
画
に
対

し
て
、
質
問
や
意
見
も
た
く
さ
ん
出

さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
を
引
き
継
い
だ
３
年
生

に
よ
る
初
め
て
の
生
徒
総
会
が
５
月

８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

は「Story

」で
す
。
生
徒
会
長
は「
一

人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
考
え
、
意

味
の
あ
る
会
に
し
ま
し
ょ
う
。」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
副
会
長
か
ら
は
「
一
人

で
も
多
く
意
見
を
出
し
ま
し
ょ
う
。」

と
呼
び
か
け
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え

る
よ
う
に
各
委
員
会
の
計
画
案
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
意
見
や
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１
・
２
年

生
を
巻
き
込
ん
だ
生
徒
会
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線 162】



14

　　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
木
村
で
す
。
１
年
間
育
休
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
３
月
に
復
職
し

ま
し
た
。
こ
の
１
年
、
子
育
て
を
し
な

が
ら
木
島
平
で
生
活
を
し
て
、
村
の
い

い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
ず
は
、
「
お
ひ
さ
ま
広
場
」
で
す
。

子
育
て
支
援
室
が
平
日
開
放
さ
れ
て
お

り
、
お
も
ち
ゃ
も
絵
本
も
た
く
さ
ん
！

先
生
は
優
し
い
方
ば
か
り
で
、
何
を
し

て
過
ご
そ
う
か
困
っ
た
と
き
に
は
、
よ

く
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
っ

と
早
く
か
ら
行
け
ば
よ
か
っ
た
な
～
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、「
ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
」
で
す
。

毎
月
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
お
す
す
め
の
本

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
司
書
さ
ん
は
と

に
か
く
本
に
詳
し
い
！
絵
本
に
も
詳
し

く
、
子
ど
も
の
月
齢
に
あ
っ
た
お
す
す

め
の
本
を
教
え
て
く
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
司
書
さ
ん
と
の
お
話
が
と

に
か
く
楽
し
く
、
よ
く
通
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
、
「
子
ど
も
に
優
し
い
人
が

多
い
と
こ
ろ
」
で
す
。
散
歩
を
し
て
い

た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
顔

を
覚
え
て
気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が

多
く
、
と
に
か
く
温
か
い
！
育
休
中
は

家
族
以
外
と
話
す
こ
と
が
な
か
な
か
な

い
の
で
、
つ
い
つ
い
立
ち
話
が
長
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
点
で
木
島
平
は
子
育
て

を
し
や
す
い
環
境
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
村
外
の
方
に
も
木
島
平
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
引
き
続
き
情

報
発
信
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
！

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

木村　未
み さ と

都

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

▲おひさま教室の木育講座で木の
　おもちゃを制作したときの様子

  

第
二
の
故
郷 

木
島
平
村
の
豊
か
さ
を

　
　
　

世
界
中
に
伝
え
て
い
き
ま
す
！

　

６
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
加

わ
り
ま
し
た
松
森
正
彦
で
す
。
木
島
平

村
観
光
振
興
局
で
働
い
て
い
ま
す
。
神

奈
川
県
か
ら
の
移
住
に
な
り
ま
す
が
、

実
は
松
本
市
生
ま
れ
の
長
野
市
育
ち
、

体
の
芯
ま
で
信
州
人
で
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
か
ら
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
縁
で

木
島
平
村
を
知
り
ま
し
た
。
以
来
、
夏

の
ト
レ
ラ
ン
に
冬
の
ス
キ
ー
、
登
山
道

整
備
な
ど
で
、
年
に
５
～
６
回
は
村
に

滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
ト
レ
ラ
ン
レ
ー
ス
の
奥
信
濃

１
０
０
で
は
第
１
回
大
会
か
ら
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
っ
て
お
り
、
私
の

中
で
木
島
平
村
は
第
二
の
故
郷
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

村
に
は
素
晴
ら
し
い
自
然
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
自
然
が
育
む
美
味
し
い
お
米

や
野
菜
が
あ
り
、
自
然
の
地
形
を
活
か

し
た
ス
キ
ー
や
登
山
、
ト
レ
ラ
ン
な
ど

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
あ
り
、
古
く
か

ら
の
歴
史
を
伝
え
る
様
々
な
史
跡
が
あ

り
、
本
当
に
豊
か
な
村
で
す
。
都
市
部

か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
な
お
さ
ら
そ
の

豊
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
木
島
平
村
の
豊
か
さ
を
、
何
と

か
し
て
日
本
中
に
、
世
界
中
に
伝
え
て

い
く
の
が
私
の
使
命
で
す
。

　

ま
ず
は
私
自
身
が
さ
ら
に
木
島
平
村

を
深
く
知
る
べ
く
色
々
な
と
こ
ろ
に
顔

を
出
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

松森　正
まさひこ

彦

地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介

新

▲奥信濃 100
　（スタッフとして）

▲志賀高原エクスト
　リームトレイル
　（選手として）
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

カヤの平高原安全祈願祭
雪解けの高原にて

　村観光振興局主催の安全祈願祭が本格的な夏山
シーズンを前に５月 28 日、カヤの平高原にて行わ
れました。村長をはじめ関係者参列のもと神事が執
り行われ、利用者の安全を祈願しました。

地域おこし協力隊 着任
観光を活用した村づくり

　６月２日、地域おこし協力隊に松森正彦さんが新たに
着任しました。松森さんは村観光振興局の事務局長候
補として、観光を活用した村のファン作りや交流人口お
よび関係人口の創出、新規事業開発などに取組みます。

（詳しくは右ページ参照）

木島平小学校  全校田植え
毎年恒例 ５年生を中心とした米作り

　木島平小学校の全校児童による田植えが６月５
日、小学校横の田んぼで行われました。低学年と高
学年のペアで行われ、児童たちは泥まみれになりな
がらも楽しみつつ田植えをしました。今後は、5 年
生が稲の管理をしていきます。

木島平小学校運動会
全校みんなが主役の運動会

　第 16 回木島平小学校運動会が５月 31 日に行わ
れました。児童たちは、各競技や演技に精いっぱい
取組み、その真剣な姿や仲間と協力する様子に、会
場に集まった保護者や地域の方々も心を打たれ、温
かい拍手が送られました。
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健　康

だより

野
菜
を
十
分
に
摂
取
で
き
て
い
ま
す
か

健康福祉係
内線１２７

　「食育」とは、様々な経験を通じて、「食」に関する知識と、バランスの良い「食」
を選択する力を身に付け、健全な食生活を実践できる力を育むことです。「食」
について考え、出来ることから実践してみましょう。

６月は 「食育月間」 毎月１９日は 「食育の日」

◉野菜を食べるといいことがたくさん
・ビタミンやミネラルを多く含み、肌荒れ防止や風邪を

　ひきにくくするなど、体の機能を正常に保つ働きがある

・食物繊維が多く含まれるため、腸内環境を整える

・よく噛んで食べることで肥満防止など、生活習慣病予防

　にもつながる

・野菜に多く含まれるカリウムは、余分なナトリウム ( 食

　塩 ) を体外に排泄するのを助けるため、高血圧の予防に

　もなる

野菜を食べましょう

◉手ばかり法
　 約 120 ｇ の 野 菜 を 1 日 3 回 食 べ る と

350 ｇの野菜を食べることができます。生

の状態では両手に 1 杯、加熱した状態では

片手に 1 杯が約 120 ｇです。（加熱する

と、かさが減ります。）

ほうれん草
のおひたし

70ℊ

　健康な生活を維持するために、1 日 350 ｇ以上の野菜を食べること

　が推奨されています。

腎臓の機能が低下している方は、主治医の指示に従ってください。

生野菜は
両手に 1 杯

加熱野菜は
片手に 1 杯

◉ 1 日の目標量 350g とは
　野菜料理小鉢分 1 つ分は約 70g です。1 日 3 回の食事に 1 ～ 2 皿の
野菜料理を食べると、350g の野菜を食べることができます。

きんぴら
ごぼう
70ℊ

豚汁

70ℊ

野菜サラダ

70ℊ

ナスの
煮びたし

70ℊ
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健
康
の
た
め
に
、
食
事
の
内
容
や
量

を
気
に
し
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
健
康
な
食
事
の
摂
り
方
に

つ
い
て
お
話
し
て
い
き
ま
す
。

　

食
事
で
は
「
量
よ
り
質
」
が
重
要
で

あ
り
、
多
様
な
食
品
を
食
べ
る
こ
と
で

必
要
な
栄
養
素
が
摂
れ
ま
す
。
特
に
た

ん
ぱ
く
質
は
筋
肉
を
作
る
も
と
に
な
る

の
で
卵
や
肉
、
魚
介
類
、
大
豆
製
品
な

ど
は
積
極
的
に
摂
り
た
い
食
品
で
す
。

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
て
１
日

３
食
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
摂
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
　

豆
知
識

　

脳
の
約
60
％
は
脂
質
で
で
き
て
い

て
、脳
の
健
康
を
保
つ
に
は
良
質
な「
あ

ぶ
ら
」
が
必
要
で
す
。
決
し
て
脂
質
は

悪
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
良
質
な
あ
ぶ
ら
を
多
く
含
む
食
品

・
エ
ゴ
マ
油
、
ア
マ
ニ
油

・
青
魚
（
サ
バ
、
サ
ン
マ
な
ど
）

※
摂
り
す
ぎ
に
は
注
意
で
す
。

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

　「一人暮らしなのでもしもの時は信頼できる人に委ねたい」、「暗証番号が思い出せず、手続きが困
難になってきた」、「物忘れも増えてきたので、今後だまされないか不安」などの心配事はありませんか。
　認知症などによって、大切なことを覚えていられなくなったり、物事を判断する力が衰えてしまっ
たりしたとき、本人の権利や財産を守るための仕組みが “ 成年後見制度 ”です。
　地域包括支援センターでは、成年後見制度を知るための講演会を開催します。制度を利用するとき
の相談先や費用など、事例を交えてお話しします。みなさんのご参加をお待ちしています。

◉日時　7月１日（火）
　　　　午後１時 30分～午後３時 30分
◉場所　役場 2階　会議室
◉講師　ながの司法書士法人
　　　　司法書士　松本　陽

よう

　氏

◉参  加  費　無料
◉申込期限　６月 24日 ( 火 ) まで
◉申  込  先　地域包括支援センター
◉そ  の  他　送迎を希望される方は、申込時に
　　　　　　お知らせください。

ご存じですか？成年後見制度

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

成年後見制度講演会「おひとりさまの終活セミナー」
当日の参加も

可能です。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
８
】

乳製品　　　大豆製品　　　　魚　　　　肉　　　　卵

海藻　　　　果物　　　　緑黄色野菜　　  イモ　  　油脂

食
品
多
様
性
得
点
表

　

次
の
10
食
品
群
の
中
で
食
べ
た
も
の

を
「
１
品
目
１
点
」
と
し
、
１
日
７
点

以
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

 

覚
醒
剤
や
大
麻
、
コ
カ
イ
ン
な
ど
の
麻
薬

お
よ
び
危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
い
っ
た
規
制
薬

物
は
、
人
の
精
神
や
脳
、
筋
肉
細
胞
な
ど
、

身
体
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
ま
す
。場
合
に
よ
っ

て
は
１
回
の
使
用
で
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
幻
覚
や
妄
想
、
異
常
興
奮
な

ど
の
精
神
障
害
に
陥
っ
て
、
殺
人
や
強
盗
、

放
火
な
ど
の
区
悪
犯
罪
や
重
大
な
交
通

事
故
の
原
因
に
な
る
な
ど
、
社
会
に
与
え

る
影
響
も
非
常
に
大
き
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
高
額

報
酬
等
を
見
返
り
に
し
た
荷
物
の
受
取
り

や
配
達
等
へ
の
勧
誘
は
、
違
法
薬
物
の
密

売
に
加
担
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

違
法
薬
物
は
「
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
」
を

合
言
葉
に
し
て
薬
物
の
乱
用
や
密
売
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

◉
違
法
薬
物
に
関
す
る
相
談
先

　

長
野
県
警
察
本
部　

組
織
犯
罪
対
策
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
３
）
０
１
１
０

 

覚
醒
剤
や
大
麻
な
ど
の

　

 

薬
物
乱
用
・
密
売
の
防
止

　

５
月
２
日
、
環
境
創
造
コ
ー
ス
の
３
年

生
が
講
師
と
な
り
、１
年
生
を
対
象
に「
農

林
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

木
材
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物
を
使
っ
た
体

験
を
通
し
て
、
自
然
と
の
関
わ
り
や
森
林

資
源
の
魅
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

当
日
は
、
樹
木
探
し
、
薪
割
り
体
験
と

ピ
ザ
の
試
食
、
木
製
ハ
ン
ガ
ー
作
り
、
山

菜
の
天
ぷ
ら
作
り
と
試
食
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
操
作
体
験
、
モ
ル
ッ
ク
ゲ
ー
ム
の
６
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
は
、
３
年
生
の
指
導
と
も
て
な

し
を
受
け
て
、
す
べ
て
の
活
動
に
積
極
的

に
取
組
み
、
自
然
の
中
で
の
学
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。
準
備
を
重
ね
て
き
た
３
年
生

に
と
っ
て
も
、
林
産
物
の
活
用
や
人
に
伝

え
る
難
し
さ
、
楽
し
さ
を
実
感
す
る
学
び

の
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
、
令
和
７
年
度
春
季
生
徒
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
一
般

会
計
決
算
と
監
査
報
告
、
今
年
度
の
各
種

委
員
会
活
動
計
画
、
一
般
会
計
予
算
案
の

３
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
会
長
よ
り
、
４
月
に
農

業
ク
ラ
ブ
執
行
部
が
計
画
お
よ
び
実
施
し

た
「
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
駆
除
活
動
」

の
報
告
と
、
昨
年
度
か
ら
取
組
ん
で
き
た

校
則
改
訂
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
農
林
祭
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
中
夜
祭
お
よ
び
後
夜
祭
の

新
企
画
紹
介
、
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
発
表
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
の
投

票
も
行
わ
れ
、
生
徒
の
デ
ザ
イ
ン
案
か
ら

選
ば
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
地
域
の
各
所
に

掲
示
さ
れ
る
ほ
か
、
当
日
配
布
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
高
校
で
は
毎
年
、
１
年
生
が
農
業

実
習
の
一
環
と
し
て
田
植
え
に
挑
戦
し
、

も
ち
米
の
苗
を
手
植
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
19
日
か
ら
20
日
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
田
植
え
は
、
苗
の
本
数

や
間
隔
が
収
穫
量
や
品
質
に
大
き
く
影
響

す
る
重
要
な
作
業
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、

慣
れ
な
い
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、

農
業
科
の
教
員
の
指
導
の
も
と
、
ロ
ー
プ

で
間
隔
を
測
り
な
が
ら
一
株
ず
つ
て
い
ね

い
に
植
え
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
植

え
ら
れ
た
苗
の
生
育
状
態
を
生
徒
た
ち
で

調
査
し
て
い
き
ま
す
。

　

青
空
の
下
、自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

農
業
の
大
変
さ
や
作
業
の
意
義
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
育
っ
た
稲
は
秋
に
収
穫
さ
れ
、
11

月
の
収
穫
祭
で
赤
飯
に
し
て
全
校
生
徒
に

ふ
る
ま
わ
れ
る
予
定
で
す
。

農林祭
ポスター決定

田植え実習

田
口
警
部
補

農林デイキャンプ
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令
和
８
年
度
採
用

　

 　

   

岳
北
行
政
組
合
職
員
募
集

◉
採
用
予
定
人
員

　

初
級
（
消
防
職
）　

若
干
名

◉
試
験
日

〇
第
一
次
試
験

　

９
月
21
日
（
日
）

〇
第
二
次
試
験

　

10
月
下
旬
（
予
定
）

◉
受
験
資
格

①
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

　

学
校
卒
業
も
し
く
は
卒
業
見
込
み
の
方
、

　

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
方

②
消
防
職
員
の
経
験
が
あ
る
方
、
ま
た
は

　

救
命
救
急
士
の
資
格
が
あ
る
方
で
、
平

　

成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
そ
の
他
住
所
要
件
な
ど
あ
り

◉
受
付
期
間

　

７
月
15
日
（
火
）
～
８
月
19
日
（
火
）

◉
問
合
せ

　

岳
北
広
域
行
政
組
合
総
務
課
総
務
係　

　

０
２
６
９
（
６
２
）
０
１
１
９

【
総
務
係　

１
０
８
】

　

交
流
推
進
員
の
水
澤
祐
介
で
す
。 

　

５
月
24
日
・
25
日
に
か
け
て
、
調
布
・

木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
木
島
平

村
田
植
え
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
20
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
気
と
な

り
、
昨
年
に
引
き
続
き
雨
の
中
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
群
馬
県
富
岡
市
に
あ
る
世

界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
」
を
訪
れ
、
各

自
で
展
示
の
見
学
や
買
い
物
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
の
後
、
内
山
地
区
に
て
、

竹
内
昭あ

き
よ
し芳

さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
田
植

え
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
雨
が
強
ま
る

時
間
帯
で
の
実
施
と
な
っ
た
た
め
、
希

望
者
の
み
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
取
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
天
候
も
回
復
し
、
雨
は
ほ

と
ん
ど
降
ら
ず
、
傘
な
し
で
も
行
動
で

き
る
ほ
ど
で
し
た
。
午
前
中
は
ア
ス
パ

ラ
狩
り
体
験
と
ニ
ラ
の
詰
め
放
題
を
楽

し
み
、
「
食
彩
市
場
た
る
川
」
や
「
い

い
や
ま
ぶ
な
の
駅
」
で
の
買
い
物
も
好

評
で
し
た
。
午
後
は
小
布
施
町
に
て
昼

食
と
自
由
散
策
を
行
い
、
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
田
植
え
を
体
験
さ
れ
る
方
も

多
く
、
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
実

施
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
今

回
植
え
た
稲
は
、
秋
の
ツ
ア
ー
で
稲
刈

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
田
植
え
か
ら

収
穫
ま
で
を
体
験
し
、
自
分
で
植
え
た

お
米
を
食
べ
る
と
い
う
貴
重
な
経
験

を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

153

  

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

     

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
、７
月
11
日（
金
）

か
ら
２
種
類
同
時
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の

宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
各

１
枚
３
０
０
円
で
す
。
長
野
県
内
の
宝
く

じ
売
り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

◉
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

○
１
等　
　

     

５
億
円
×
23
本

○
前
後
賞
各     

１
億
円
×
46
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
９
０　

　

億
円
・
23
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◉
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

○
１
等　
　

   

３
千
万
円
×
70
本

○
前
後
賞
各 

１
千
万
円
×
１
４
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
２
１
０

　

億
円
・
７
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

◉
発
売
期
間

　

８
月
11
日
（
月
）
ま
で

　

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

▲かっぱを着て田植えをする様子

▲宿泊施設で集合写真を撮る様子



20

20

金

21

土

22

日　

調
布
国
際
音
楽
祭
バ
ス
ツ
ア
ー
（
～
23
日
）

　

村
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

23

月　

24

火

25

水 　

事
業
承
継
相
談
会　

10
時
～

　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
糠
千
区
）　

18
時
～

26

木

27

金

28

土

29

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
正
午

30

月　

民
生
委
員
推
薦
会　

９
時
～

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
中
島
区
）　

18
時
～

1

火

2

水　

心
配
ご
と
相
談　

9
時
～
11
時

3

木

4

金

６月

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

村税等の口座振替日は６月 25 日㈬です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 26 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

有 

料 

広 

告

６月は、村県民税・介護保険料・
固定資産税の納付月です。
納期限は６月 30日（月）です。
お忘れのないようにお願いします。

村税の納付をお忘れなく

　令和７年４月から、村税の納め方を

「単税方式」へ変更しました。

【税務係　内線 112】

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和７年５月 令和６年５月 前年同月比

61,480kg 69,310kg 89%

燃えない
ごみ処分量

令和７年５月 令和６年５月 前年同月比

4,810kg 4,420kg 109%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 1,060kg 26.0 円 /kg   30,316 円

雑　誌 3,700kg 16.0 円 /kg   65,120 円

段ボール 1,460kg 16.0 円 /kg   25,696 円

紙パック 　  20kg   6.0 円 /kg   　　132 円

合計 121,264 円

令和７年５月古紙の売払金額
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７月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 16 野沢温泉村 0 0 17 その他 0 0 ４

飯山市 0 0 99 栄村 0 0 15 《合計》 0 ０ 151

件 件 件 件 件件 件件 件５月の出動件数（岳北消防本部）

予 防 接 種

あぶないよ みんなで声かけ 火事防ぐ

【６月 20 日㈮～７月 19 日㈯】

◉ 7月１日㈫　9：45 ～
　「絵本の世界に親しもう♪」
　『本とふれあいの会』の方々に
　よる、絵本の読み聞かせです。

◉7月８日㈫　受付9：15～
　「幼児安全救命講習会」
　※申込制　参加費無料
　乳幼児の万が一の事故対応につ
　いての講習会です。

◉7月15日㈫　9：45～
　「水遊びを楽しもう！！」
　天気が良ければ外で水遊びをし
　ます。室内も開放しています。

おひさま広場

おひさま教室

け人
権
か
る
た

BCG 予防接種

5

土

6

日　

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請　

受
付
7
時
30
分
～
8
時

7

月

8

火　

9

水　

10

木　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

11

金

12

土

13

日　　

14

月　

15

火

16

水　

民
生
児
童
委
員
協
議
会　

14
時
～

17

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

9
時
～
11
時

18

金　

木
島
平
小
学
校
・
中
学
校　

終
業
式

19

土

20

日

広
報
配
布
日

ん
か
し
て　

な
い
て　

わ
め
い
て　

な
か
な
お
り

受付：13：00～13：15
場所：保健センター
◉日本脳炎１期初回２回目、１期追加：
　　　　　　　　　　6月26日㈭
◉Ｂ型肝炎：7月７日㈪
◉肺炎球菌・ロタウイルス・
　　　　　五種混合：7月14日㈪

日時：７月17日㈭　11：30
場所：木島平村診療所
対象：令和６年12月生

うまれ

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園のプレイルームを
開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00～ 11：30

場所：おひさま保育園プレイルーム
◉６月 24 日㈫　９：45～
　「かおり先生の食育教室」
　おひさま保育園のメニューなど
　をもとにした離乳食を紹介しま
　す。 ◀おひさま教室の

　予定はこちらか
　らも確認できます。
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～
安
心
し
て
子
育
て
で
き

～
安
心
し
て
子
育
て
で
き    

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
～

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
～

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
持
続
可
能
な
村

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
持
続
可
能
な
村

発行：木島平村公民館
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kouminkan@vill.kijimadaira.lg.jp

～
村
外
か
ら
も
大
勢
参
加
さ
れ
ま
し
た
～

～
村
外
か
ら
も
大
勢
参
加
さ
れ
ま
し
た
～

第第
3939
回回
玉
滝
不
動
俳
句
大
会

玉
滝
不
動
俳
句
大
会  

５
月
８
日
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
玉
滝
不
動
俳

句
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
幻
の
滝
の
落
水
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
玉
滝
不
動
明
王
の
例
祭
の
旗
が
上
が
る
中
、

玉
滝
不
動
明
王
へ
の
拝
礼
、
入
選
句
の
掲け

い
が
く額

式
を
行
っ
た
後
、

吟ぎ
ん
こ
う行

（
注
）
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
下
、
新
緑

輝
く
風
景
や
神
事
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
思
い
思
い
の
言
葉

で
詠よ

み
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

（
注
）俳
句
や
詩
歌
を
つ
く
る
た
め
、名
所
旧
跡
な
ど
に
出
か
け
て
い
く
こ
と

玉滝不動明王拝礼玉滝不動明王拝礼入選句の掲額入選句の掲額

入選句の紹介入選句の紹介日䑓村長からの祝辞日䑓村長からの祝辞

飛瀑賞に入選された皆さん飛瀑賞に入選された皆さん
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小
中
学
生
の
部 

入
選
句

当と
う
き
ざ
つ
え
い

季
雑
詠

木
島
平
村
長
賞

長
野
県
俳
人
協
会
長
賞

木
島
平
村
公
民
館
長
賞

Ｊ
Ａ
な
が
の
木
島
平
支
所
長
賞

木
島
平
村
観
光
振
興
局
賞

㈱
北
信
濃
新
聞
社
賞

北
信
ロ
ー
カ
ル
賞

玉
滝
不
動
講
賞（
六
句
）

俳
号
で
届
く
郵
便
燕
来
る
　
　
　
　
　
　
　
中
野
市
　
芋
川
　
菊き

く
す
い水

畦
道
が
駅
の
近
道
蕗ふ

き

の
薹と

う

　
　
　
　
　
　
　
長
野
市
　
東
福
寺
碧へ

き
す
い水

永
き
日
や
切
り
絵
に
残
す
旅
の
景け

い

　
　
　
　
木
島
平
村
　
瀧
澤
　
　
桂

か
つ
ら

奥
信
濃
蝌か

と蚪
の
湧
き
出た

つ
棚
田
か
な
　
　
　
千
曲
市
　
本
山
　
流り

ゅ
う
す
い水

底
を
つ
く
土
間
の
漬つ

け
だ
る樽
春
隣
　
　
　
　
　
　
新
潟
市
　
髙
橋
由よ

し
べ
え

兵
衛

葉
桜
や
若
き
巡
査
が
地
図
を
手
に
　
　
　
　
長
野
市
　
近
藤
　
昭し

ょ
う
じ治

点
滴
の
母
に
一
口
七
日
粥
　
　
　
　
　
　
　
千
曲
市
　
青
木
く
美み

子こ

さ
ざ
な
み
に
鴨
の
揺
れ
ゐ
る
四し

お
ん温
か
な
　
　
須
坂
市
　
鋤す

き
が
ら柄
恵え

み

こ
美
子

火
の
ま
は
り
よ
き
駘た

い
と
う蕩
の
フ
ラ
イ
パ
ン
　
　
須
坂
市
　
鋤
柄
恵
美
子

生
卵
落
す
七な

な
く
さ種
粥
の
椀
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
市
　
山
上
　
正ま

さ
み視

紙
雛ひ

い
な

立
た
せ
て
少
し
前
の
め
り
　
　
　
　
　
長
野
市
　
常
盤
し
が
こ

夕
暮
れ
や
男
や
も
め
が
目め

ざ
し刺

し
焼
く
　
　
　
長
野
市
　
森
田
　
伸し

ん
い
ち一

白
鳥
の
蹴
り
し
川
面
の
水
し
ぶ
き
　
　
　
　
長
野
市
　
森
田
　
伸
一

※
出
句
者
数
56
名　

投
句
数
２
５
２
句

高
野
悠
子
先
生
選
（
特
選
三
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
株
に
い
の
ち
一ひ

と
め芽
や
風か

ぜ
か
お薫
る
　
　
　
　
　
長
野
市
　
北
條
美み

や

こ
谷
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風
薫
る
久
方
ぶ
り
の
里
訛な

ま
り　

　
　
　
　
　
　
長
野
市
　
小
林
ま
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫く

ん
ぷ
う風
に
誘
わ
れ
散
歩
の
歩
数
増
へ
　
　
　
　
木
島
平
村
　
市
川
ゆ
き
枝え

飯
島
和
一
郎
先
生
選
（
特
選
三
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
み
わ
た
る
御お

み

き
神
酒
一
口
濃こ

や
ま
ぶ
き

山
吹
　
　
　
　
長
野
市
　
長
谷
川
博ひ

ろ
こ子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
つ
ね
ん
と
昏く

ら

さ
を
秘
む
る
女め

だ
き滝

か
な
　
　
長
野
市
　
小
林
ま
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初は

つ
な
つ夏
の
堰
を
抜
け
出
る
水
の
こ
ゑ
　
　
　
　
小
布
施
町
　
小
林
　
文ふ

み
こ子

※�

「
当
季
雑
詠
」
は
大
会
当
日
、
樽
滝
に
て
参
加
者
が
詠
ん
だ
句
に
対
し
て
選
句
さ
れ
た
も
の
、

ま
た
「
雑
詠
」
は
テ
ー
マ
を
決
め
な
い
で
、
い
ろ
い
ろ
な
事
物
を
俳
句
で
詠
む
こ
と

特
選（
三
句
）　
ラ
ン
ド
セ
ル
小
さ
く
な
っ
て
卒
業
す
　
　
　
　
畔
上
　
紗さ

な奈（
中
１
）

　
　
　
　
　
　
桜
咲
く
君
と
の
出
会
い
宝
物
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
優ゆ

の
ん音（

中
１
）

　
　
　
　
　
　
夏
祭
り
言
っ
た
ら
い
い
や
ん
好
き
だ
っ
て
　
　
高
塚
ひ
か
り（
中
３
）

秀
逸（
五
句
）　
君
の
手
も
冷
え
き
る
今
日
は
別
れ
時
　
　
　
　
梅
嵜
　
流り

く空（
中
３
）

　
　
　
　
　
　
春
の
風
先
行
く
者
の
背
は
広
し
　
　
　
　
　
　
梅
嵜
　
流
空（
中
３
）

　
　
　
　
　
　
あ
と
数
日
卒
業
ま
で
が
ん
ば
る
ぞ
　
　
　
　
　
坂
口
　
悠ゆ

う
ま真（

中
１
）

　
　
　
　
　
　
よ
く
目
立
つ
高
嶺
の
星
や
寒
の
入
り
　
　
　
　
佐
藤
　
　
蓮れ

ん（
中
１
）

　
　
　
　
　
　
受
験
ま
で
友
と
絆
を
強
め
た
り
　
　
　
　
　
　
河
野
　
琴こ

と
は花（
中
３
）

佳
作（
十
句
）　
暖
か
な
朝
の
光
に
目
を
覚
ま
す
　
　
　
　
　
　
水
上
　
裕ゆ

う
と登（

中
３
）

　
　
　
　
　
　
暗
い
夜
父
に
お
ぶ
ら
れ
見
た
蛍
　
　
　
　
　
　
青
木
　
奈な

な々（
中
２
）

　
　
　
　
　
　
思
い
出
を
心
に
刻
み
旅
立
ち
を
　
　
　
　
　
　
梅
嵜
　
友ゆ

い結（
中
１
）

　
　
　
　
　
　
桜
舞
う
良
い
思
い
出
を
笑
顔
に
ね
　
　
　
　
　
松
田
　
颯は

や
と翔（
中
１
）

　
　
　
　
　
　
雪
と
け
て
あ
ら
た
な
季
節
す
み
わ
た
る
　
　
　
梅
嵜
茉ま

な

か
奈
佳（
中
２
）

　
　
　
　
　
　
春
が
来
た
新
し
い
出
会
い
た
の
し
み
だ
　
　
　
樋
口
　
乙お

と
は羽（
中
３
）

　
　
　
　
　
　
た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
飛
し
て
進
級
だ
　
　
　
　
　
髙
森
　
琉り

ゅ
う
た太（

中
２
）

　
　
　
　
　
　
春
き
た
る
ね
む
っ
た
花
が
目
を
覚
ま
す
　
　
　
藪
原
　
優ゆ

め芽（
中
２
）

　
　
　
　
　
　
あ
の
人
の
ボ
タ
ン
貰
え
ず
卒
業
や
　
　
　
　
　
清
水
　
凛り

ん
ど
う瞳（
中
３
）

　
　
　
　
　
　
夏
の
宵
ポ
ツ
ン
と
光
る
一
番
星
　
　
　
　
　
　
内
藤
　
巳み

こ
と琴（

中
２
）

　
　
　
　
　
　
除
夜
の
鐘
今
年
の
記
憶
引
き
出
し
て
　
　
　
　
岡
田
　
万ま

ひ
ろ尋（
中
２
）

※�

募
集
は
昨
年
度
末
、
小
学
６
年
生
・
中
学
１
、２
年
生
に
行
い
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は

現
在
の
学
年
で
す
。

※
出
句
者
数　

１
０
２
名　
　

投
句
数　

２
７
３
句

飛ひ

ば

く瀑
賞
（
兼
題
）
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村
の
子
ど
も
た
ち
が
、
い
じ
め
や
差
別
を
な
く

し
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
と
も
に
育
む
た
め
に

木
島
平
村
雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
が
あ
り
、
村
の

小
中
学
生
全
員
が
会
員
で
す
。
そ
の
会
の
活
動
を

推
進
す
る
雪
ん
子
委
員
会
が
、
小
学
生
の
委
員
８

人
、
中
学
生
の
委
員
２
人
に
よ
り
今
年
度
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

５
月
14
日
に
第
１
回
委
員
会
が
行
わ
れ
、
正
副

委
員
長
を
選
出
、
ま
た
、
村
内
の
戦
争
遺
跡
で

あ
る
穂
高
村
・

往
郷
村
・
上
木

島
村
の
忠
魂
碑

（
戦
死
者
の
慰

霊
碑
）
と
原
大

沢
に
あ
る
監か

ん

的て
き

壕ご
う

（
射
撃
訓
練

場
）
を
見
学
し
、

最
大
の
人
権
侵

害
で
あ
る
戦
争

に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

雪
ん
子
委
員
会

雪
ん
子
委
員
会

今年度の活動がスタートしました今年度の活動がスタートしました

人
権
セ
ン
タ
ー
事
業
「
ふ
れ
あ
い
趣
味
の
講
座
」
を
開

講
し
ま
し
た
。

講
座
に
は
〖
水
墨
画
〗〖
絵
手
紙
〗〖
習
字
〗
の
３
教
室

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
月
１
～
２
回
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
教

室
の
中
で
年
３
回
、
人

権
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

会
場
は
い
ず
れ
も
農
村

交
流
館
で
、
参
加
費
は

無
料
（
教
材
費
は
実
費
）、

こ
れ
か
ら
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
人

権
推
進
室
（
☎
０
２
６
９

－

82

－

２
０
４
１
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
ふ
れ
あ
い
趣
味
の
講
座
』開
講

『
ふ
れ
あ
い
趣
味
の
講
座
』開
講

人
権
セ
ン
タ
ー
事
業

　

本
と
ふ
れ
あ
い
の
会
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ

き
【
読
み
聞
か
せ
教
室
】
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
（
土
）
第
１
回
教
室
で
は
、
読
書
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
紙
芝
居
講
師
の
佐
藤
月
子
先
生
か

ら
、
手
遊
び
・
絵
本
の
選
び
方
を
学
び
ま
し
た
。

　《
今
後
の
日
程
・
講
師
》

第
３
回　

６
月
28
日
（
土
）
佐
藤
月つ

き
こ子
先
生

第
４
回　

７
月
12
日
（
土
）
宮
沢
貴き

み

よ

美
代
先
生

第
５
回　

８
月
２
日
（
土
）
小
野
沢
さ
つ
き
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
村
紀き

く

こ

久
子
先
生

第
６
回　

８
月
30
日
（
土
）
佐
藤
月
子
先
生

時
間　

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
間

会
場　

若
者
セ
ン
タ
ー
（
第
６
回
は
農
村
交
流
館
）

～
楽
し
み
を
持
ち
心
豊
か
な
生
活
を
～

※�参加を希望される方はちっちゃな図書館
（☎ 82－３１１１）又は木島平村公民館
（☎ 82－２０４１）

ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館

初
心
者
の
た
め
の

読
み
聞
か
せ
教
室
開講
しました

穂高村忠魂碑穂高村忠魂碑監的壕に入る 監的壕に入る 

水墨画教室水墨画教室

絵手紙教室絵手紙教室習字教室習字教室

絵本が並ぶ会場（第１回教室）絵本が並ぶ会場（第１回教室）
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館 往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

木島平小学校　教諭 三井　康
やすゆき

幸

過去の本屋大賞受賞作を何冊か読んだ中から、何か紹介できるか
考えてみましたが、ふと思い出したのは『車夫』という小説。本屋
大賞は受賞していないと思いますが、この本を紹介したいと思いま
す。
いとうみくの『車夫』三部作は、浅草の人力車屋を舞台に、少

年・吉
き っ せ

瀬走
そう

の成長と絆を描いた青春小説。訳あって高校を中退した
走は、人力車のひき手として働きながら仲間や客と出会い、過去と
向き合っていきます。走ることを通じて自分の居場所を見つける第
1 作。家族との関係や死と向き合いながら内面の成長を遂げる第 2
作。仲間たちと支え合いながら未来に向かって一歩踏み出す第3作。
人とのつながりの温かさが胸を打つ青春ストーリーの感動作です。
今後、浅草に限らず観光地などで人力車を見かけたら吉瀬走を思

い出すでしょう。

「
あ
っ
ち
ぐ
な
っ
て
、
草
ほ
け
て
困
ん

な
。」

　
暑
く
な
っ
て
、
草
が
伸
び
て
困
り
ま

す
ね
。

「
そ
ー
だ
な
ー
。
草
え
っ
ぺ
ほ
け
て
き

た
か
ら
刈
ら
ん
じ
ゃ
い
け
ね
な
。」

　
そ
う
だ
ね
。
草
が
た
く
さ
ん
伸
び
て

き
た
か
ら
刈
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
ね
。

　「お
め
た
ち
ゃ
草
刈
っ
た
が
え
。」

　
あ
な
た
の
家
で
は
草
刈
や
り
ま
し
た

か
。

「
草
刈
り
え
っ
た
け
ん
、
や
だ
ぐ
な
っ

て
、
け
っ
ち
ら
か
し
て
、
け
え
っ
て
き

て
、
よ
ー
釣
り
し
て
た
。」

　
草
刈
に
行
っ
た
の
だ
け
ど
、
嫌
に

な
っ
て
、
蹴
散
ら
し
て
、
魚
釣
り
し
て

い
た
。

「
よ
ー
釣
り
も
い
っ
け
ん
、
熊
、
き
い

つ
け
ろ
や
。」

　
魚
釣
り
も
良
い
が
、
熊
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
ね
。

シ
リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑪⑪

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

14ひきのあさごはん英語版（いわむらかずお）　Hey Buddy, Which One?（Yasue Rie）
森
も り

のカプセル探
た ん け ん ち ょ う

検帳（飯田猛
たけし

）

『車
し ゃ ふ

夫』
いとうみく／作

あいては人か話が通じないときワニかもしれません（レーナ・スコーグホルム）　嘘と隣人（芦沢央
よ う

）
校庭の雑草で探究学習や自由研究ができる本（稲垣真

ま

衣
い

）　もう困らない！墓じまい・仏壇じまい（小西正
ま さ み ち

道）
家庭でできるおいしいブルーベリー栽培12か月（荻原勲

いさお

） クマはなぜ人里に出てきたのか（永幡嘉
よ し ゆ き

之）
葉っぱ切り絵いきものずかん（リト＠葉っぱ切り絵） 描きたい絵が描けるようになる本（しまざきジョゼ）
日本史と地理は同時に学べ！（宇野仙

たける

）　投資依存症（森永卓
た く ろ う

郎）　茶の湯菓子のきほん（鈴木宗
そ う は く

博）
グレーとライフ（太田尚

な お き

樹）　絶
ぜ つ え い

影の剣（北方謙
け ん ぞ う

三）　花のたましい（朱川湊
み な と

人）　汽水域（岩井圭
け い や

也）
美

み ど り

土里倶楽部（村田喜
き よ こ

代子）　枝もののある暮らし（小野木彩
あ や か

香）
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６/18㈬

○無料法律相談
　 （相談員…長野県
　 弁護士会派遣弁護士）
〇安心買い物ツアー

６/19㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

６/25㈬ 〇ふれあいランチ

７/２㈬

○心配ごと相談
（相談員…調停委員・
 人権擁護委員・民生
 児童委員）

７/３㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

７/９㈬ 〇ふれあいランチ

７/16㈬ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

７/17㈭ 〇安心買い物ツアー

７/23㈬ 〇ふれあいランチ

社協の予定社協の予定
6/15 ～ 7/316/15 ～ 7/31

　
な
ご
み
サ
ー
ク
ル
は
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
村
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
活
動
内
容
は
、

ご
自
分
の
や
っ
て
み
た
い
事
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
個
別
活
動
と
、
外
出
や
ゲ
ー
ム
、
作
品

制
作
や
、
お
や
つ
作
り
な
ど
、
み
ん
な
で
計
画

を
立
て
て
、
楽
し
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
が
「
自
立
し
た
生
活
」
を
送
れ
る

よ
う
支
援
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
緒
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

菜の花公園へお花見

桜もち作り 作品制作

花
植
え
交
流
を
開
催
し
ま
し
た

花
植
え
交
流
を
開
催
し
ま
し
た

お
ひ
さ
ま
保
育
園
（
あ
か
組
）
園
児

23
名
と
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
の

皆
さ
ん
で
、
花
植
え
交
流
を
社
協
の
畑

で
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

に
花
の
植
え
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
に
、
園
児
が
花
植
え
体

験
を
し
ま
し
た
。「
き
れ
い
な
花
」「
上

手
に
で
き
た
よ
」「
も
う
一
回
や
り
た

い
」
と
に
ぎ
や
か
に
交
流
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
や
地
域
住
民

の
方
か
ら
優
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、

全
て
の
花
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
花
壇
に
は
〝
は
ぴ
ね
す
〟
と

い
う
愛
称
を
つ
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
方
の
癒
し
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
名
付
け
ま
し
た
。

日
に
日
に
大
き
く
な
る
花
を
ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
ご
み
サ
ー
ク
ルル

事業所
紹　介

木島平村社協
公式ウェブサイト
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【５月14日】
・ごはん　
・鶏むね肉のピカタ
・�じゃがいもとツナのサ
ブジ風
・切り干し大根の煮物
・肉野菜いため
・フルーツ

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

対象となる方は下記のとおりです対象となる方は下記のとおりです

栄養豊富な、手作
りお弁当はいかが
ですか？
ご利用を希望され
る方は、木島平村
社協 尾澤までご
連絡ください。

第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：４００円
昼食のみ（１１時～１２時の間に
お届けします）

ふれあいランチだより

【５月28日】　
・ごはん　
・季節の天ぷら
・鶏団子の甘酢あんかけ
・ひじきの五目煮
・春キャベツの浅漬け

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方
を募集しています。一緒に活動してみませんか。
問合せ：社協☎0269（82）4888

一人で悩まず一人で悩まず
お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください
仕事をしたくても
みつからない

生活に困っているけど
頼れる人がいない ひきこもり状態から

抜け出したい
病気があり仕事や
生活が不安…

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日
常
生
活

の
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
心
配
ご
と
相
談
所
（
予
約
優
先
）

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

・
第
１
水
曜
日

・
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

※
電
話
で
の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

０
８
０
（
７
８
０
８
）
１
８
１
２

◇
無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

・ 

９
月
17
日（
水
）・
12
月
17
日（
水
）・
３
月
18
日（
水
）

・
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◇
ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所

　

困
り
ご
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

“
ま
い
さ
ぽ
”
は
あ
な
た
と
一
緒
に
「
マ
イ

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
を
作
っ
て
解
決
に
歩
み

だ
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◇
生
活
準
備
支
援
事
業

　

生
活
困
窮
者
の
緊
急
的
な
経
済
支
援
、
あ

わ
せ
て
障
が
い
者
・
ひ
き
こ
も
り
傾
向
に
あ

る
方
の
就
労
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
す
。

・
作
業
内
容

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
分
別

・
作
業
の
対
価

　

１
時
間
あ
た
り
５
０
０
円

・
作
業
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で

　

上
限
一
日
あ
た
り
５
時
間

◇
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　

低
所
得
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
の
生
活

を
経
済
的
に
支
え
る
た
め
の
長
野
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
貸
付
事
業
で
す
。
失
業
さ
れ
た
方
、

緊
急
的
か
つ
一
時
的
に
生
活
が
困
難
な
方
、
高

等
学
校
や
大
学
な
ど
の
入
学
資
金
や
授
業
料
等

が
必
要
な
方
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
く
ら
し
の
資
金
貸
付

　

村
社
協
独
自
の
貸
付
事
業
で
す
。

◇
緊
急
食
糧
品
支
援
事
業

　

生
活
困
窮
者
が
安
定
し
た
食
糧
品
を
確
保
で

き
る
ま
で
の
緊
急
措
置
と
し
て
食
糧
品
を
提
供

し
ま
す
。

　
　
　
　

　

米
や
野
菜
、
缶
詰
な
ど
食
料
品
の
提
供
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

問
合
せ　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
６
９
（
８
２
）
４
８
８
８

ふれあいランチボランティア募集ふれあいランチボランティア募集



 

 山﨑  朔
さ く

くん
 我が家の

 令和５年１月 16 日生まれ

（中村区/皓
ひろし

さん・佐
さ き

起さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 ６月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,929（± 0） 2,063（-4） 3,992（-4）1,530（+6）

　

乗
り
物
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、

お
姉
ち
ゃ
ん
と
ご
っ
こ
遊
び
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
好
き
な
朔
く
ん
。

　

祖
父
母
の
畑
で
い
ち
ご
狩
り
を
す

る
こ
と
が
マ
イ
ブ
ー
ム
で
す
。

自然劇場

◆令和７年 ６月 13 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

６月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

369

ごめいふくをお祈りします

 

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,000 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

村
長
ひ
と
こ
と
（
109
）

巨
人
・
大
鵬
・
卵
焼
き

　

日
本
の
高
度
成
長
期
は
、
昭
和
30
年
ご
ろ
か
ら
昭
和
47
年
ま

で
と
言
わ
れ
、
ち
ょ
う
ど
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
高
校
ま
で
と
重

な
り
ま
す
。
当
時
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
な
も
の
と
さ
れ
た
の

が
、「
巨
人
・
大
鵬
・
卵
焼
き
」
で
す
。
私
と
同
年
配
、
ま
た

そ
れ
以
上
の
皆
さ
ん
に
は
懐
か
し
い
言
葉
で
し
ょ
う
。
高
度
成

長
は
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
）、

オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
で
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
と
き
、
や
っ
と
家
に
来
た
白
黒
テ
レ
ビ
。
相
撲
の

時
間
は
祖
父
が
独
占
し
て
い
ま
し
た
。
家
で
は
鶏
を
飼
っ
て
い

ま
し
た
が
、
卵
は
売
り
物
、
卵
焼
き
は
特
別
な
日
の
食
べ
物
で

し
た
。
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
野
球
、
た
だ
し
テ
レ
ビ
中

継
は
巨
人
戦
だ
け
。
だ
か
ら
日
本
中
の
野
球
フ
ァ
ン
の
ほ
と
ん

ど
が
巨
人
フ
ァ
ン
と
言
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
ア
ン
チ
巨

人
、
他
球
団
の
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。）

巨
人
軍
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
９
連
覇
は
昭
和
40
年
か
ら
48
年
ま

で
、
高
度
成
長
後
期
と
重
な
り
ま
し
た
。

大
学
に
入
り
、
巨
人
軍
が
勝
っ
た
、
負
け
た
で
ど
の
く
ら

い
消
費
行
動
が
変
わ
る
か
と
い
う
講
義
を
受
け
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
景
気
が
気
持
ち
、
つ
ま
り
高
揚
感
に
ど
の
く
ら
い

左
右
さ
れ
る
か
と
い
う
の
で
す
。
消
費
行
動
の
一
番
大
き
な
要

因
は
収
入
の
状
況
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
盛
り
上
が
っ
た

活
気
が
消
費
を
呼
び
起
こ
し
、
結
果
的
に
景
気
が
良
く
な
る
こ

と
を
客
観
的
な
数
値
で
示
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す
。

勝
利
の
喜
び
が
活
気
を
生
み
出
し
、
日
本
全
体
の
消
費
が

盛
り
上
が
る
。
巨
人
軍
の
９
連
覇
は
高
度
成
長
の
一
端
を
担
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
時
代
を
象
徴
す
る
大
き
な
存
在

で
あ
っ
た
長
嶋
茂
雄
さ
ん
の
訃
報
に
接
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。

　  ５   .18          山　口     　髙木まつの　　   （87）
　  ５   .26          　庚　     　芳川さち子　　   （95）
　  ５   .29          西　町     　山岸　忠

ただお

雄　　    （89）
　  ５   .30          中　島        長谷川　功

いさお

 　　   （84）
　  ５   .30          西　町     　石川けさ子　　   （95）
　  ５   .30          　庚　     　髙山　俊

としお

雄　　   （93）

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博
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